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一

〒弱O 神戸市中央区山本通1 丁目7 - 7 ( 北野坂）
ＴＥＬ（07 8 ) 2 2 1 - 3 1 7 0
10:00AＭ～6:0OPM<無休〉
●1 2 月2 9 日から１月４日までは休ませていただきます

●リング、ネックレス、イヤリングなど、プレゼントにもぴったりの
お手頃な商品を豊富に取り揃えてお待ちいたしております。
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庵蕨，X m a s には毛皮を着て
もうすっかり冬のファッションと
して毛皮が欠かせなくなって来た昨
今は、毛皮をいかに着こなすか－と
いう時代になって来ました。ヨーロ
ッパの冬の街角は、うんとゴージャ
スな毛皮、ファッショナブルな毛皮
何代にも受けつがれたと思われる古
くて気品高い毛皮、様々な毛皮を皆
ｽ ｯ ｷ ﾘ と背をのばし､ 自信I こあふ
れて着こなしています。
つくづく「良い女」にこそ毛皮はよ
く似合うと見とれてしまいます。早
く日本でもそうなってほしいと願い
つつ、いえ、もう今や日本女性もす
っかり毛皮を着こなしてしまってい
ると、喜びにふるえつつ、お客様に
見とれる事も度々の今日この頃です。
例えば今回のモデルになって頂いて
る多田様のように。
さあ、，Ｘｍａｓには、毛皮を着て冷た
い街をさっそうと歩きましょう。そ
して冬を楽しくリッチに過しましょ
う。

企画室長大島智恵

、
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五 べ窯識
、sINcE1959神戸国際会館1階TEL(078)221-3327㈹

< 着る人・ペニー皮毛店のお客さま＞
おしゃれ大好き. ／
多田恵子さん( 甲陽園在住）
撮影協力／神戸北野公開異人館展望塔の家
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クパーツときらめいて地上を飛びかいます。愛と夢をのせて、
プレゼントに姿を変えて。それは素敵な街の流れ星。

、

ノ

謝韻謝雷錨蕊蛎騨語い溌星 街
の
流
れ
星
、
。
プ
レ
尋
セ
ン
ト

のですね。彼の、彼女の、そして家族のことを想う気持ちが

』鍵の保管は、どうぞこの星
におまかせください。●キ
ーホルダー1 , 8 0 0 円■1 階ハ
ンドバック売場

の

タ

さあ、ベビーたち。小さなサ
ンタさんと遊びましよ・（他
にも楽しいグッズがいろいろ）
●ハウスハットン〈アメリカ直輸
入〉／小物入れ2 , 3 0 0 円ガラガ
ラ1 , 8 0 0 円■６階ベビー用品売
場

鯵口倉MMfM翌暑繍嚇?Ｅ

スタ

円■
ツプ

リ

ハーブに包まれたキャン
ドル。花の香りとともに
パーティの幕があがりま
す。●キャンドル各3 , 8 0 0
円回2 階バラ色の暮しコ
ーナー

いうヨーロッパの風習をまね
。●ウエッジウッド・ピータ
ラビット／クリスマスプレー
5 , 0 0 0 円■５階特選食器サロン

親しい方に毎年一枚づつ贈る、

<遥謬り
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カット／杉山知子

これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の心の手帖です

1 2 月号目次●９８６．Ｎ｡ 3 0 8
表紙／小磯良平
セカンドカパ／中西勝
９神戸っ子1 8 6 ／藤井淑子・森本晃生
１２ある集い〃〆匝かんかんかん展動Ｃ､ Ｄ･ ｃ
ｌ５コウベスナンプ〆新知事誕生・兵庫県文化協会創立2 0 周年記念
１６詩画集「四季詩′安水稔和・絵／津高和－
１８神戸の物語〆緒方しげを
２９私の意見′貝原俊民
３１随想／河本和子・有村桂子・宮崎修二朗
訓連載エッセイ／三和和子・カット元永定正
３６こうべ味な旅／こうのこのみ
３８ＫＯＢＥ音楽夜話、／小室豊充
４１地域文化論/ 鴨田勝次
４２特集「イメージの神戸_ １
文・多田智満子・元永定正・鈴木涙・菅竜一・石阪春生・伊勢田
史郎・塩江珠喜。武田信明・杉山知子・白羽弥仁
写真、緒方しげを・杉尾友士郎・藤原保之・森井禎紹・小山保

６２経済ポケットジャーナル
６４キャンペン座談会〆ｒ神戸ケミカルシューズ」藤本芳秀・三木公輔
石原昭久・前田治夫・上田真一・松岡満・市野木江充子

７４話題のひろば/ 、神戸っ子野球大会２センター街
７６ファッションスポット
Ｂ４もうさんのH Y O G O ＷＡＬＫ⑨海神社海上渡御祭
8 6 神戸のお嬢さん／久保測雅子･ 市川聡子
８９話題のひろば/ 回芦屋ラポルテオープン
順ファソションウオッチング
1 1 7 コーヒーブレイク
1 1 8 動物園飼育日記〈2 5 3 》／亀井一成
1 2 2 小山乃里子の華麗なる男のインタビュー／片山義美
1 2 8 神戸を福祉の町Ｌ/ f 橋本明
１３０スポーツエンセイ／角南昌弘
1 別神戸の集いから
1 3 6 有馬歳時記
1 3 8 出会いの旅／永田典子
ＭＯプロフェッサーＰの研究室／岡田淳
Ｍ２ＫＯＢＥＭＯＤＥＲＮＣＵＲＴＵＲＥ
剛シネマ試写室／淀川長治
Ｍ６神戸百貨店だより
Ⅷぴっといん
1 5 0 ポケントジャーナル
剛小関三平のやぶにらみ見聞録『l “､ えろう村を訪ねて
1 5 8 連載小説おどんナ海賦塚田照夫・カソト／辻司
１８０魔女学入門／文・ソゾキリテース絵・マダム最世子
腿海・船・港／やったア／ポートウオッチング／かどもとみのる
カメラ′米田定蔵・池田年夫・松原卓也，坂上正治
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断しぃ関西を創造する総合雑誌

好評発売中¥5so(柵)12月号
特集企画

園
ピ
ッ
庁
ノ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

金
剛
巌
師
〆ー、
25首Ｅ
世楽
一金

豪製
、－〆

「
関
大
人
国
記
」
嘉
終
回

卒
業
生
篇
文
／
篠
原
茂
一

籍・唇今然竿
☆スターハイライト

宮川大助･花子
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1 2 月は休まず営業致します。 P ＨＯＮＥ- 0 7 8 ( 3 3 2 ) 1 6 9 8

ノ

割ルフン

コllll淵
ｒＩＣＫＹ
ＥＥＳＯＰＨＹ
２ＬＬＥ
アベニュー２２
' ﾗ ｲ ゲﾙ ｻ ﾛ ﾝ ･ ルーブル
?.イアナ
トイズショップダイアナ
)ＦＵ
> ＬＡＵＤＥＬＥＭＡ
ＺＡＺＩＥ
－Ｅ・ＭＯＮＴＥＡ
皇愛
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営業時間

爺１

A ､ Ｍｎ: 0 0 ～P ･ Ｍ８: 0 0

、

、

（
一

g蚤

Ｂ

3Ｆ・ＳＡＰＰＯＲＯ雪まつり＆スキーの旅ご優待など。
※くわしくはＦＡＳＨｌＯＮＰＡＲＫｌＮＦＯＲＭＡＴｌＯＮで( P H O N E O 7 8 - 3 9 1 - 6 8 3 7 ）

ロ ロ。｡

：。｡６･‘:：
｡ ｏ

ＨＲｌＳＴＭＡＳＣＯｌｌＦＣＴｌＯＮ１１/ 2 1 f r i

-国

ロ

-12/25thu

昌宮( きんプラザ･ センタープラザ）神戸，｡ サンフランシスコ･ ロスアンゼルス･ ハワイ８日間の旅。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



＝事領

「 、

語葱奏這

ノ

夢－，１，
●

建、’
１ 街の喧曝から解き放たれ

マインドトリップを楽しむ時間
懐かしい恩師の笑顔､ 手放した愛車
もう手に届かぬものばかり思いはせる

.、

一 - 一＝
心、

凸

一一＝
一三

＝雲嬰＝
壷

ｚｉ綾ｷ 1 ｑｊＵノL r l , 、十

一
一

彦劉望重鉾 雪塞墨

ＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 9 1 - 1 8 7 4 ～５

Ｌ

〆且

両

凹翼

一
一

甲Ｐ巾中央区
~ＥＬ(0 7 8 )：
重人, 云がｒｌ－

一一一

Ｐ弓巧言

一三二

''急逢 ⑨唖参
日日ロ|言|屠祷;ilE

一一

三塞窒
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貝
原
俊
民

「
若
い
県
」

八
兵
庫
県
知
事
Ｖ

☆
私
の
意
見

大
胆
な
デ
ザ
イ
ン

明
る
い
街
、
ハ
イ
セ
ン
ス
な
街
、
そ
れ
が
私
に
と
っ
て
の
神
戸

の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
学
生
の
こ
ろ
、
岡
本
に
住
ん
で
い
た
仲
の
良

い
友
人
を
訪
ね
、
夏
休
み
や
冬
休
み
に
東
京
か
ら
よ
く
遊
び
に
来

ま
し
た
が
、
当
時
か
ら
緑
に
包
ま
れ
た
し
ょ
う
し
ゃ
な
家
や
大
き

な
ガ
ラ
ス
窓
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、
神
戸
と
い
う
街
は

随
分
し
ゃ
れ
た
と
こ
ろ
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。
神
戸
の
も
つ
明

る
さ
は
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

神
戸
は
文
明
開
化
の
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
新
し
い
も
の
を
真
っ

先
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
場
も
そ
う
で
す
し
、
映
画
も

そ
う
で
す
。
こ
の
文
化
面
で
の
進
取
の
気
性
に
富
む
神
戸
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
博
覧
会
や
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神
戸
大

会
が
成
功
し
た
の
で
す
。
今
、
関
西
新
空
港
や
明
石
海
峡
大
橋
と

い
っ
た
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
現
に
向
か
っ
て
お
り
、
新
大
阪
湾

時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
明
石
海
峡
大
橋
は
、

海
峡
の
も
つ
景
観
の
素
晴
ら
し
さ
と
あ
い
ま
っ
て
世
界
一
の
吊
り

橋
と
し
て
、
神
戸
の
街
を
世
界
的
に
有
名
な
も
の
と
す
る
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
神
戸
の
背
後
地
で
あ
る
丘
陵
に
は
、
自
然
を
生
か

し
た
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
恒
久
的
な
施
設
を
設
け
る

こ
と
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
国
際
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
都
市
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
も
進
め
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
“
ま
た
、
神
戸
空
港
の
実
現
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、

神
戸
市
が
情
報
発
信
基
地
と
し
て
発
展
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
基
幹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
と
と
も
に
、
地
域

整
備
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
大
き
な
蓄
積
を
も
つ
神
戸
・
阪
神

地
域
は
、
一
一
十
一
世
紀
の
国
際
的
な
交
流
都
市
圏
。
芸
術
文
化
都

市
圏
と
し
て
、
さ
ら
に
大
き
く
飛
躍
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

神
戸
・
阪
神
だ
け
で
な
く
、
県
内
の
他
の
地
域
を
見
て
も
、
美

し
い
自
然
が
あ
り
、
そ
の
中
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
伝
統
文
化
や
産
業

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
も
つ
個
性
を
生
か
し
、
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

兵
庫
県
は
数
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
一
一
十
一
世
紀

に
大
胆
な
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る
「
若
い
県
」
な
の
で
す
。
私
は
、
こ

れ
か
ら
一
つ
一
つ
の
可
能
性
を
県
民
と
と
も
に
着
実
に
実
現
し
て

い
く
と
こ
ろ
に
、
明
日
の
兵
庫
が
拓
け
て
く
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

が
で
き
る

: 蕊
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実験交流サロン

シアターーー･ ポシェット
１２月の公演

６日（土）てぶくろグループ
「あわてんぼうのクリスマス」（人形劇）
開演１５：００終演１６：３０

７日（日）現代風俗研究会講演
開演１３：００

１３日（±）神戸学院大学演劇部第2 3 回公演
「朝日のような夕日をつれて」

2 0 日（土）神戸女子大古典落語（午後）

☆シアター利用のご案内
●咽日、時間／土、日曜日（通常）Ａ､ Ｍ・１０：００－P . Ｍ､ ８：００
⑨費用／ホール設備の使用無料。光熱、空調、管理費のみ実費
●付帯設備／グランドピアノ・エレクトーン・録音、音裡機器、ミキ
サー、照明コントローラー・テープレコーグー、マイク、映写機等
、お申し込み、お問い合わせ
そごう前センター街東南角、さんちか入口
〒6 5 O 神戸市中央区三宮町１丁目５－１住友銀行ピル６Ｆ
佐本小児歯科佐本進恋3 3 1 - 6 3 0 2 ～３

3０

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



鶏
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随
想

祈
り
／
河
本
和
子

ワ
イ
ン
帝
〒
圭
母

河
本
和
子

八
画
家
Ｖ

い
つ
の
ま
に
ワ
イ
ン
，
中
雲
母
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
今
年

の
夏
は
特
に
暑
く
、
絵
筆
を
お
く

と
も
う
ク
タ
ク
タ
、
気
付
け
ぐ
す

り
と
し
て
冷
蔵
庫
か
ら
冷
え
た
ワ

１
３１
１

ろ
う
。
小
振
り
の
固
く
し
ま
っ
た

鮒
ず
し
を
紙
の
様
に
薄
く
初
り
、

ゆ
っ
く
り
噛
み
し
め
な
が
ら
白
ワ

イ
ン
を
飲
む
。
東
洋
と
西
洋
が
口

中
で
ド
ッ
キ
ン
グ
す
る
、
私
の
発

見
し
た
味
覚
の
芸
術
だ
。
こ
の
さ

さ
や
か
な
賛
沢
の
で
き
る
幸
福
。

ワ
イ
ン
に
つ
い
て
は
大
失
敗
が

あ
る
。
昨
年
秋
、
成
田
空
港
か
ら

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
向
け
て
Ｋ
Ｌ

ジ
ャ
ン
ボ
機
で
飛
び
立
っ
て
す

ぐ
、
夕
食
に
白
ワ
イ
ン
が
つ
い
て

い
た
。
忽
ち
あ
け
て
赤
を
も
う
一

本
、
と
オ
ラ
ン
ダ
人
の
ス
チ
ュ
ワ

ー
デ
ス
に
頼
む
と
、
彼
女
は
え
？

ま
だ
飲
む
の
？
と
い
う
顔
で
持
っ

て
き
た
。

あ
ち
ら
の
方
に
黒
人
の
す
ご
い

美
男
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
が
サ
ー
ビ

ス
し
て
る
の
を
い
い
酔
心
地
で
う

っ
と
り
と
眺
め
て
い
た
、
足
は
長

く
、
小
さ
な
顔
に
私
好
み
の
口

髭
、
大
き
な
目
、
白
い
歯
、
な
ん

て
セ
ク
シ
イ
、
美
と
は
こ
れ
だ
、

と
思
っ
て
い
る
う
ち
急
に
頭
が
カ

ラ
ッ
ポ
に
な
り
隣
席
の
友
人
に

「
私
、
気
が
遠
く
な
り
そ
う
」
と

叫
ん
で
ト
イ
レ
に
向
う
途
中
倒
れ

て
し
ま
っ
た
。

馬
鹿
な
私
。
誰
か
と
心
中
し
て

死
ぬ
の
が
夢
な
の
に
ワ
イ
ン
の
飲

海文堂ギャラリーで河本和子さん

イ
ン
を
飲
む
美
味
し
さ
。
花
隈
の

ア
ト
リ
エ
か
ら
自
宅
に
帰
る
た
め

の
元
町
通
り
は
殆
ど
酔
っ
ぱ
ら
っ

て
歩
い
て
い
た
。
眼
鏡
を
か
け
な

い
と
人
の
形
も
判
ら
な
い
私
は
行

き
交
う
人
間
が
熱
帯
魚
に
見
え
た
。

ほ
ろ
酔
い
だ
か
ら
ま
る
で
海
底
を

散
歩
す
る
気
分
だ
っ
た
。
朝
は
自

宅
か
ら
ア
ト
リ
エ
に
行
く
時
間
は

デ
パ
ー
ト
が
始
ま
る
頃
、
昼
食
用

の
材
料
を
買
い
に
食
料
品
売
場
に

立
ち
寄
る
と
ワ
イ
ン
の
試
飲
コ
ー

ナ
ー
が
あ
る
。
い
や
し
い
私
は
必

ず
試
飲
を
す
る
。
ロ
に
合
う
の
を

見
付
け
る
と
塗
を
抱
え
又
、
元
町

通
り
を
フ
ラ
ー
リ
フ
ラ
ー
リ
歩
く

こ
と
に
な
る
。

白
ワ
イ
ン
に
鮒
ず
し
が
最
高
な

の
は
お
そ
ら
く
誰
も
知
ら
な
い
だ

ｒ
ｌ
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八
い
る
か
設
計
集
団
Ｖ

み
過
ぎ
で
救
急
車
も
こ
な
い
空
の

上
で
死
ぬ
ん
だ
わ
、
自
業
自
得
と

は
こ
の
事
ね
、
こ
れ
が
私
の
人
生

か
、
や
っ
ぱ
り
私
は
虫
ケ
ラ
だ
っ

た
、
等
反
省
し
て
る
時
、
頭
の
上

で
口
本
人
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
が
「

ま
あ
、
二
本
も
お
飲
み
に
な
っ
た

ん
で
す
か
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
地
上

の
三
倍
ま
わ
り
ま
す
よ
」
と
い
っ

て
い
る
。
薄
目
を
あ
け
る
と
例
の

黒
人
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
が
心
配
そ
う

に
の
ぞ
き
込
み
私
の
油
汗
を
冷
た

い
ガ
ー
ゼ
で
拭
い
て
く
れ
て
い
る
。

ま
あ
い
い
や
、
美
男
に
看
取
ら
れ

て
死
ぬ
の
な
ら
、
と
そ
の
時
は
覚

悟
を
決
め
た
。
一
年
後
の
い
ま
、

ま
だ
生
き
て
い
る
。
来
月
又
、
成

田
か
ら
リ
ス
ボ
ン
に
飛
び
立
つ
。

絶
対
又
、
二
本
飲
ん
で
や
ろ
う

と
思
っ
て
い
る
。

十
月
十
八
日
、
高
槻
市
役
所
大
集

会
室
で
行
わ
れ
た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
森
林

と
人
間
に
参
加
し
て

有
村
桂
子

3２

ユ
ム
は
、
参
加
者
三
百
人
以
上
も

あ
り
、
大
そ
う
熱
気
に
包
ま
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
筒
井
辿
夫
東
大

名
誉
教
授
の
司
会
で
、
基
調
報
告

の
第
一
部
（
緑
と
里
山
の
役
割
）

の
第
一
バ
ッ
タ
ー
は
高
橋
理
嘉
男

大
阪
府
立
大
教
授
。
里
山
近
郊
林

の
保
全
と
地
域
制
に
よ
っ
て
緑
の

ス
プ
ロ
ー
ル
を
作
っ
て
い
こ
う
と

い
う
提
案
。
や
さ
し
げ
な
風
貌
と

お
声
か
ら
の
提
案
は
説
得
力
の
あ

る
も
の
だ
っ
た
。
つ
づ
い
て
高
槻

市
勤
務
の
栗
本
修
滋
氏
。

高
槻
市
の
「
森
林
観
光
セ
ン
タ

ー
」
が
あ
る
程
度
の
成
功
を
収
め

て
い
る
が
、
し
か
し
全
体
と
し
て

林
業
者
の
減
少
と
老
令
化
は
森
林

の
荒
廃
を
招
い
て
い
る
。
そ
れ
に

対
す
る
対
策
と
し
て
個
人
が
森
林

を
手
放
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

市
が
基
金
を
集
め
て
買
上
げ
て
保

全
を
し
て
い
く
よ
う
な
制
度
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
主
張
。

つ
ぎ
の
半
田
良
一
京
大
教
授
の

レ
ポ
ー
ト
は
次
の
と
お
り
。
明
治

初
期
に
は
、
は
げ
山
も
多
か
っ
た
。

明
治
以
来
の
人
々
の
努
力
に
よ
っ

て
森
は
つ
く
ら
れ
た
。
現
代
は
開

発
に
よ
っ
て
都
市
近
郊
林
が
荒
廃

し
て
い
る
。
材
木
の
需
要
を
増
し

て
都
市
近
郊
林
の
林
業
を
守
る
よ

う
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

半
田
先
生
は
ほ
っ
そ
り
し
た
体
全

体
で
、
森
林
を
守
ろ
う
と
い
う
お

気
持
を
表
現
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

後
十
五
分
の
休
憩
つ
づ
い
て
の
討

論
。
討
論
に
は
三
十
人
近
い
人
々

か
ら
意
見
が
出
た
。
そ
の
中
で
間

伐
材
の
利
用
に
対
す
る
意
見
や
、

高
橋
先
生
か
ら
再
び
開
発
に
対
し

て
緑
の
保
全
を
義
務
づ
け
て
緑
の

ス
プ
ロ
ー
ル
を
つ
く
り
出
そ
う
と

い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

第
二
部
（
都
市
の
緑
を
守
る
）

は
大
阪
大
学
の
御
病
気
の
上
田
先

生
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
、
加
藤
先

生
の
報
告
か
ら
始
ま
っ
た
。
先
生

の
提
案
は
鎮
守
の
森
を
都
市
緑
化

の
拠
点
と
し
て
考
え
、
守
り
育
て

て
い
こ
う
と
い
う
意
見
。

続
い
て
、
私
。
建
築
に
直
接
緑

を
お
お
い
か
ぶ
せ
る
試
み
を
ス
ラ

イ
ド
で
紹
介
。
最
後
は
、
元
気
い

っ
ぱ
い
の
南
雲
東
大
教
授
。
緑
の

保
全
は
土
地
利
用
問
題
と
し
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
横
浜
市

民
の
森
の
こ
こ
ろ
み
は
所
有
者
と

市
が
契
約
を
結
ん
で
税
金
と
同
額

の
も
の
を
樹
林
の
管
理
費
に
あ

て
、
森
林
を
市
民
の
森
と
し
て
開

放
し
た
が
、
市
民
の
マ
ナ
ー
が
悪

く
、
加
年
の
再
契
約
に
持
主
が
こ
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神
社
の
あ
る
高
み
か
ら
、
残
念

な
が
ら
ひ
ろ
や
か
な
展
望
を
手
に

の
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
樹

木
の
茂
り
で
「
み
ぬ
め
の
う
ら
と

な
り
け
る
か
な
」
で
す
。
「
を
か
も

と
の
い
え
は
す
み
よ
し
」
と
岡
本

梅
ガ
谷
の
住
み
心
地
を
喜
ん
だ
谷

崎
潤
一
郎
も
、
庭
木
の
茂
り
に
は

織聯

か
こ

て
」
と
託
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は

文
豪
の
視
座
に
あ
や
か
っ
て
、
木

の
間
が
く
れ
の
眺
め
を
楽
し
む
所

だ
と
い
っ
て
い
い
の
で
し
ょ
う
。

何
と
も
静
か
で
す
。
フ
ィ
ト
ン

チ
ッ
ド
の
効
果
で
し
ょ
う
か
、
濁

っ
て
い
た
脳
髄
が
心
な
し
か
、
す

っ
き
り
し
は
じ
め
た
よ
う
で
、
そ

の
証
拠
に
持
ち
前
の
詮
索
癖
が
頭

を
も
た
げ
は
じ
め
ま
し
た
。
こ
の

原
生
林
が
、
な
ぜ
こ
の
開
発
時
代

の
中
で
自
然
を
保
ち
つ
づ
け
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
、
き
っ
と
地
元
住
民
の

意
志
が
、
こ
の
神
域
を
核
に
し
て

き
た
か
ら
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

神
に
対
す
る
信
仰
は
た
と
え
薄
れ

て
も
、
先
祖
か
ら
無
意
識
の
う
ち

と
わ
る
と
い
う
こ
と
も
出
て
い

る
。
又
森
林
は
人
の
手
が
入
っ
て

始
め
て
保
全
出
来
る
。
森
林
も
ゾ

ー
ー
ー
ン
グ
し
て
考
え
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
と
い
う
お
話
。

熱
気
に
満
ち
た
デ
ィ
ス
カ
ス
。

一
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

た
。
神
戸
は
索
晴
し
い
都
市
近
郊

林
、
六
甲
山
系
を
も
っ
て
い
る
。

守
り
育
て
る
の
は
、
私
達
の
責
任

で
あ
る
と
痛
感
し
た
。

こ
こ
に
時
間
が
駐
っ

て
い
た

宮
崎
修
二
朗

八
大
阪
芸
術
大
学
講
師
Ｖ

あ
る
日
、
天
王
寺
へ
の
散
策
を

思
い
た
ち
、
素
蓋
神
社
へ
の
石
段

を
の
ぼ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
甲
南

大
学
裏
手
の
山
。

随
分
前
か
ら
、
そ
こ
の
見
事
な

原
生
林
が
気
に
は
な
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
い
ま
さ
ら
の
よ
う
に
、

神
戸
に
こ
ん
な
〃
原
始
の
秘
境
″

が
あ
っ
た
の
か
と
心
を
と
き
め
か

せ
ま
し
た
。

あ
る
よ
う
に
思

こ
の
社
が
記

は
、
元
禄
五
年

い
つ
ご
ろ
の
進

瀞霊
自宅で宮崎修二朗さん

「
う
み
の
な
が
め
は
は
が
く
れ

わ
れ
る
の
で
す
。

録
に
現
れ
る
最
初

の
寺
社
吟
味
帳
で

請
か
は
不
明
で
す

こ

１
３３

伝
え
ら
れ
て
い
る
〃
地
霊
〃
が

が
、
当
時
は
祇
園
午
頭
天
王
社
、

素
蓋
鳴
と
改
称
さ
れ
た
の
は
慶
応

四
年
、
長
年
に
わ
た
る
こ
の
地
域

（
岡
本
）
の
信
仰
の
中
心
だ
っ
た

わ
け
で
す
。
そ
う
し
た
聖
な
る
神

域
で
あ
っ
た
こ
と
が
諭
社
叢
に
斧

蚊
を
い
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
共
同
管
理
の

厳
格
さ
に
は
、
目
を
み
は
り
ま
す
。

ハ
杉
木
百
六
本
、
楊
梅
弐
百
九
十

七
本
、
樫
木
百
四
十
四
本
、
木
百

五
十
七
本
ｖ
と
明
治
四
年
七
月
の

記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
当
時

の
地
域
住
民
の
地
霊
信
仰
に
根
ざ

し
た
社
叢
保
護
の
熱
意
の
さ
ま
が

窺
え
る
こ
と
で
す
。

わ
た
し
は
、
こ
の
神
域
に
自
然

保
護
の
原
点
を
み
る
お
も
い
が
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
井
原
西
鶴
の

「
世
間
胸
算
用
」
の
一
節
を
論
フ

ン
と
鼻
先
で
せ
せ
ら
笑
っ
て
み
ま

し
た
。
商
売
は
い
ざ
知
ら
ず
、
自

然
は
理
屈
や
計
算
だ
け
で
は
ど
う

に
も
な
ら
ん
の
で
す
よ
、
と
。
フ

ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
の
効
き
す
ぎ
で
し

ょ
う
か
。

八
ひ
と
つ
求
む
れ
ば
其
身
一
代

ひ
き
う
す

子
孫
ま
で
も
譲
り
伝
へ
る
挽
碓

さ
へ
、
日
々
年
々
に
御
影
山
も

切
り
つ
く
す
く
し
ｖ
・

☆
「
文
学
の
お
も
か
げ
東
灘
」
宮
崎
修
二
朗
著

発
行
／
神
戸
市
民
文
化
振
興
財
団
・
神
戸
市
立
束
浬

文
化
セ
ン
タ
ー
定
価
１
３
０
０
円
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最
近
、
涙
も
ろ
く
な
っ
て
困
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
、
自

分
で
喋
り
な
が
ら
泣
け
て
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
始
末
に

お
え
な
い
。

も
と
も
と
泣
き
虫
で
あ
る
。
映
画
、
演
劇
の
た
ぐ
い
を

観
て
い
て
も
恥
し
い
く
ら
い
で
あ
る
。
特
に
浄
瑠
璃
が
い

け
な
い
。

い
つ
だ
っ
た
か
「
寺
小
屋
」
で
、
後
ろ
の
席
に
お
ば
あ

さ
ん
の
三
人
連
れ
が
い
て
、
そ
れ
ま
で
、
さ
か
ん
に
お
寿

司
だ
、
み
か
ん
だ
、
飴
だ
、
と
交
換
し
あ
っ
て
に
ぎ
や
か

に
食
べ
て
い
た
の
に
、

「
さ
あ
、
い
よ
い
よ
『
い
ろ
は
送
り
』
だ
つ
せ
。
ほ
な
泣

き
ま
ひ
ょ
か
」

と
一
斉
に
ハ
ン
カ
チ
を
取
り
出
し
た
の
に
は
驚
い
た

が
、
な
る
ほ
ど
、
と
納
得
も
し
た
。

私
も
、
そ
う
で
あ
る
。
前
も
っ
て
筋
道
が
分
っ
て
い
て

も
、
泣
く
と
こ
ろ
へ
来
る
と
必
ず
泣
く
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
何
度
も
観
て
い
る
う
ち
に
馴
れ
て
、
自
然
に
ハ
ン
カ
チ

を
用
意
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
歌
舞
伎
や
文
楽
の
席
で
は
、
周
囲
に
泣
く
ひ

と
が
沢
山
い
る
の
で
ま
だ
し
も
。
新
劇
で
泣
い
た
と
き
は

我
な
が
ら
呆
れ
た
。
『
欲
望
と
い
う
名
の
電
車
』
の
ブ
ラ

ン
チ
。
杉
村
春
子
さ
ん
の
当
り
役
だ
っ
た
け
れ
ど
、
何
故

か
青
年
座
の
東
恵
美
子
さ
ん
の
と
き
に
泣
い
た
。
自
分
の
、

当
時
の
心
境
に
響
く
も
の
が
あ
っ
た
の
か
。
女
の
荒
涼
と

し
た
孤
独
が
身
に
し
み
て
、
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
…
…
。

明
る
く
な
っ
て
カ
ッ
コ
悪
く
て
。
ま
つ
し
ぐ
ら
に
、
お
ト

イ
レ
に
駈
け
こ
ん
だ
。

十
年
く
ら
い
前
、
酒
癖
に
変
化
が
起
り
、
酒
量
が
或
る

程
度
を
超
え
る
と
必
ず
泣
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

る
。
飲
み
屋
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
座
っ
て
い
て
、
隣
り
の
ひ

と
が
、
マ
マ
さ
ん
相
手
に
、
し
み
じ
み
と
、

「
あ
あ
、
あ
、
お
れ
も
、
い
つ
の
ま
に
か
四
十
に
な
っ
ち

ゃ
っ
た
よ
な
あ
」
と
か
、

「
妻
子
が
居
な
き
や
な
あ
、
妻
子
さ
え
居
な
き
ゃ
、
あ
ん

な
会
社
へ
な
ん
か
行
か
な
い
よ
」
と
か
、

溜
息
ま
じ
り
に
、
グ
ラ
ス
を
傾
け
て
い
る
の
を
聞
き
な

が
ら
、
ふ
っ
、
と
涙
ぐ
ま
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
親
し
い
ひ
と
で
は
な
い
。
勤
め
先
な
ん
か
も
知
ら
な

い
。
「
こ
ん
ば
ん
わ
」
と
か
、
「
お
先
に
失
礼
」
の
挨
拶
程

度
の
口
し
か
利
い
た
こ
と
の
な
い
間
柄
だ
の
に
。
要
す
る

に
泣
き
上
戸
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
劇
場
や
飲
み
屋
で
泣
い
て
い
る
う
ち
は
ま
だ

安
全
だ
っ
た
。
と
う
と
う
、
こ
の
あ
い
だ
講
演
会
で
、
ソ

レ
を
や
っ
て
し
ま
っ
た
。
講
演
会
と
い
っ
て
も
、
ひ
と
の

講
演
を
聴
き
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
。
自
分
が
講
師
で
、

壇
上
に
あ
が
っ
て
い
て
、
や
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

●
れ
ん
さ
い
エ
ッ
セ
イ
●
ベ
ン
の
う
ち
そ
と
●
創

三
枝
和
子
（
作
家
〉
え
．
元
永
定
正

無
く
て
…
泣
き
ぐ
せ ’

3４
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は
泣
か
な
く
な
っ
て
い
る
。
人
間
は
い
つ

哀
れ
な
人
間
な
ん
て
、
い
な
く
な
っ
て
し

も
、
女
も
強
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
…
。
そ

浜
松
の
女
子
高
校
で
、
千
五
百
人
く
ら
い
の
生
徒
が
い

た
ろ
う
か
。
あ
る
財
団
が
ス
ポ
ン
サ
ー
で
、
新
聞
社
が
後

援
で
、
そ
の
方
面
の
エ
ラ
イ
サ
ン
た
ち
が
右
手
に
ズ
ラ

リ
。
左
手
に
は
校
長
先
生
は
じ
め
先
生
が
た
が
ズ
ラ
リ
。

マ
ク
ラ
に
、
或
る
同
人
雑
誌
の
小
説
の
話
を
し
た
の
で

あ
る
。
「
白
い
小
犬
」
と
い
う
題
で
、
主
人
公
の
「
私
」

が
近
く
の
牧
場
を
通
り
か
か
っ
た
と
き
捨
て
犬
の
場
面
を

目
撃
す
る
。
そ
こ
は
、
野
良
猫
や
野
良
犬
が
雨
露
を
し
の

ぐ
の
に
恰
好
の
場
所
ら
し
く
、
捨
て
る
人
が
あ
と
を
断
た

な
い
。
走
っ
て
来
た
車
も
そ
う
で
、
窓
か
ら
赤
い
リ
ボ
ン

の
首
輪
を
結
ん
だ
白
い
小
犬
が
投
げ
捨
て
ら
れ
た
。
小
犬

は
捨
て
ら
れ
た
こ
と
を
知
ら
ず
、
ち
り
ち
り
と
可
愛
い
鈴

高
校
の
と

を
か
け
て

0 ６ ６ｊ ｏｂＩ

６６６０
0 ６

0

ｄ
ｊ０ ０』

--5,,ｷf,つぎf互秒'L製U弓〆へ、′８６

処
分
さ
れ
る
。

閉
鎖
さ
れ
、
野
良

る
の
で
、
あ
の

な
い
が
、
眼
鏡

な
い
が
、
い
つ

そ
し
て
、
泣

人
間
の
こ
と
で

も
加
害
者
で
、

ま
っ
た
。
子
供

の
う
ち
、
粗
大

す
よ
う
に
な
る

未
聞
に
違
い
な
い
。

こ
れ
を
読
ん
だ
と
き
は

動
」
に
つ
い
て
喋
る
つ
も

話
か
ら
は
じ
め
よ
う
と
思

上
で
自
分
が
泣
き
だ
す
と

小
犬
が
捨
て
ら
れ
た
と

の
あ
た
り
か
ら
、
声
が
震

た
け
れ
ど
も
止
め
る
わ
け

鳴
り
続
け
る
の
で
あ
る
。

と
心
の
日
記
に
書
き
、

ち
、
再
び
会
っ

た
く
ま
し
く
成

ず
涙
ぐ
む
よ
う
に
な
っ
て

し
、
ろ
で
は
何
度
も
絶
句
、

の
音
を
響
か
せ
な
が
ら

主
催
者
側
も

て
も
ユ
ニ
ー
ク

そ
り
ゃ
そ
う

以
来
、
講
演

立
ち
往
生
。

遂
に
大
粒
の
涙
。
ハ
ン
カ
チ
を
出

小
犬
の
鈴
は
心
の
日
記
の
天
国
で

「
私
」
は

ゴ
ミ
の
じ
い
さ
ん
の
話
な
ん
ぞ
に
一

長
し
て
い

き
な
が
ら
気
が
つ
く
こ
と
だ
が
、
最
近
、

も
ひ
っ
そ
り
泣
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

呆
れ
た
の

な
講
演
で

だ
ろ
う
。

た
小
犬
は
野
良
犬
た
ち
の
仲
間
に
入
り
、

の
な
か
で

の
か
な
あ

女
生
徒
の
半
分
く
ら
い
は
貰
い
泣
き
。

猫
や
野
良
犬
た
ち
は
保
健
所
に
よ
っ

己

涙
を
流

走
り
廻
っ
て
い
た
。

だ
ろ
う
。
終
っ
て
か
ら
、
「
と

し
た
ね
え
」

講
師
が
泣
き
出
す
な
ん
て
前
代

泣
い
た
。
講
演
は
「
文
学
の
感

り
だ
っ
た
の
で
、
先
ず
素
朴
な

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
か
、
壇

は
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

き
の
、
ち
り
ち
り
い
う
鈴
の
音

え
て
来
て
、
ャ
（
邪
な
、
と
思
？

に
は
い
か
な
い
。
天
国
の
と
こ

「
小
犬
の
現
住
所
、
天
国
ｌ
」

何
カ
月
か
経て

、
動
物
の
話
を
す
る
と
き
は
必

し
ま
っ
た
。
用
心
し
な
が
ら
喋

き
の
よ
う
に
絶
句
し
た
り
は
し

い
る
の
で
聴
衆
に
は
バ
レ
は
し

る
の
だ
が
、
間
も
な
く
牧
場
が

１
３５
１
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絵
と
文

今
朝
宅
急
便
が
届
き
ま
し
た
。
真
赤
な
箱
か
ら
金
文
字

の
黒
い
瓶
に
づ
っ
し
り
つ
ま
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
で
す
。
封
を

切
る
と
素
適
な
香
り
、
〃
に
し
む
ら
″
の
コ
ー
ヒ
ー
は
神

戸
の
香
り
を
運
ん
で
き
た
の
で
す
。
早
速
ロ
ー
マ
で
み
つ

け
た
朱
赤
色
の
小
さ
な
カ
ッ
プ
に
そ
そ
い
で
、
湘
南
の
海

を
眺
め
な
が
ら
神
戸
を
想
い
ま
し
た
。
（
夫
日
く
、
六
甲

の
水
が
ほ
し
い
な
…
）

バ
レ
リ
ー
ナ
の
加
藤
き
よ
子
さ
ん
か
ら
の
贈
物
で
し

た
。
私
が
始
め
て
神
戸
で
展
覧
会
を
ひ
ら
い
た
の
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
「
風
見
鶏
」
を
放
映
し
て
い
た
頃
で
す
。
異
人

館
、
六
甲
山
、
港
と
異
国
情
緒
の
神
戸
は
、
私
の
作
品
の

源
泉
で
す
。
そ
の
時
風
見
鶏
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
パ
ン
屋

さ
ん
の
ク
ッ
キ
ー
を
貰
い
ま
し
た
。
白
地
に
青
い
文
字
の

さ
り
げ
な
い
包
紙
が
い
か
に
も
手
造
り
の
雰
囲
気
が
あ
っ

て
、
私
は
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
の
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し

た
。私

の
絵
の
個
展
を
神
戸
で
開
い
て
下
さ
る
三
浦
照
子
さ

ん
。
彼
女
が
東
京
に
く
る
時
必
ず
抱
え
て
き
て
く
れ
る
神

戸
の
パ
ン
、
焼
き
た
て
の
香
り
が
こ
う
ば
し
く
て
蕊
「
世

界
一
お
い
し
い
パ
ン
よ
」
で
す
っ
て
。
パ
ン
好
き
の
夫
の

大
好
物
な
の
で
す
。

料
亭
薩
摩
道
場
さ
ん
に
伺
っ
た
折
、
帰
り
の
お
み
や
げ

に
頂
戴
し
た
出
来
た
て
の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
は
、
新
幹
線
の

中
で
ひ
ざ
の
上
が
ホ
カ
ホ
カ
と
あ
た
た
か
く
て
．
…
．
．
あ
ん

な
に
お
い
し
い
パ
イ
は
始
め
て
で
し
た
。
銘
柄
は
忘
れ
ま

し
た
、
ご
め
ん
な
さ
い
。

現
代
童
画
会
の
お
友
達
が
会
場
に
届
け
て
下
さ
っ
た
、

色
と
り
ど
り
の
果
実
の
砂
糖
菓
子
は
、
私
に
は
思
い
出
の

巴
里
に
つ
な
が
り
ま
す
。
街
角
の
小
さ
な
お
店
に
並
ん
だ

桜
ん
ぼ
、
レ
モ
ン
、
リ
ン
ゴ
等
の
砂
糖
漬
を
買
っ
て
帰
り

持
参
の
緑
茶
で
食
べ
た
日
日
、
お
し
ゃ
れ
っ
ぽ
く
て
懐
し

い
甘
い
想
い
出
で
す
。

こ
れ
は
神
戸
の
味
と
は
少
し
は
づ
れ
ま
す
が
…
。

田
辺
聖
子
先
生
に
連
れ
て
い
っ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、

お
茶
の
時
間

こ
う
の
こ
の
み
〈
画
家
〉

．
こ
う
べ
味
な
旅
⑳

＜筆者紹介＞
1 9 2 6 年、東京生まれ。1 9 4 9 年ごろより絵本雑誌等に童
画をかき始める。1 9 7 2 年、パリにおいてナイープアート
に魅せられ大いに影響を受ける。1 9 7 6 年、第１回現代童
画展にて大賞受賞。親しみのある絵柄は女性層を始めと
して人気が高い。現在、現代童画会常任委員。
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０
０
０
０
．
１
．
０
０
０
０
６
０
０
日
．
Ｏ
け
８
．
０
８
０
０
０
０
．
０
０
ｂ
，
０
６
■
■
Ｆ
０
ｐ
０
．
ｒ
０
０
０
０
０
．
ｂ
，
０
０
．
０
０
ｂ
，
０
，
０
０
０
．
０
９
０
．
■
０
０
０
０
０
■
■
０
０
０
０
■
Ｏ
０
ｈ
０
ｐ
８
０
０
凸
０
８
８
．
０
８
，
０
０
０
０
Ｆ
．
０
０
ｈ
．
０
．
卜
０
二

と
夢
の
よ
う
な
心
地
で
始
め
て
花
の
道
を
通
っ
て
大
劇
場

に
、
大
地
真
央
の
さ
よ
な
ら
公
演
に
感
激
し
ま
し
た
。
お

腹
を
す
か
し
て
食
堂
で
た
べ
た
「
明
石
や
き
」
の
意
外
に

お
い
し
か
っ
た
こ
と
、
卵
の
味
が
ほ
ん
わ
か
と
ま
ろ
や
か

で
お
吸
物
み
た
い
な
タ
レ
を
つ
け
て
、
大
変
ナ
イ
ー
ヴ
な

大
の
タ
カ
ラ
ゾ
カ
フ
ァ
ン
に
な
り
去
年
の
個
展
の
合
い
間

に
、
憧
れ
の
タ
カ
ラ
ヅ
カ
を
見
て
き
ま
し
た
。
ワ
ク
ワ
ク

剛

味
で
し
た
。
そ
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
私
の
タ
カ
ラ
ヅ
カ
の

味
で
し
た
。

お
い
し
い
も
の
が
一
杯
に
つ
ま
っ
た
神
戸
″
夫
が
そ
ば

か
ら
「
支
那
料
理
も
う
ま
か
っ
た
ぞ
／
」
で
す
っ
て
、
で

も
今
日
は
お
茶
の
時
間
で
す
か
ら
…
。

お
菓
子
は
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。
お
い
し
い
お

菓
子
が
沢
山
の
素
適
な
神
戸
は
憧
れ
の
街
で
す
。
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〈
大
阪
府
立
大
学
助
教
授
〉

ア
メ
リ
カ
の
文
化
は
、
私
の
性
格
に
合
っ
た
の
か
、
一

年
来
の
滞
米
中
は
、
楽
し
い
毎
日
を
過
す
こ
と
が
で
き

た
。と

こ
ろ
が
輪
味
覚
に
つ
い
て
は
、
ど
う
し
て
も
な
じ
む

こ
と
が
で
き
ず
、
私
の
舌
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
よ

ほ
ど
〃
ナ
シ
ョ
ナ
ル
〃
に
、
で
き
て
い
る
の
か
と
も
思
っ

た
。し

か
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
低
料
金
の
エ
ア
バ
ス
で

フ
ラ
ン
ス
を
し
ば
し
ば
訪
れ
、
こ
の
国
の
味
覚
に
は
全
く

異
和
感
が
な
く
、
結
局
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
歴
史
の
浅
い

国
が
味
覚
文
化
を
育
て
き
っ
て
い
な
い
せ
い
だ
と
わ
か
っ

た
。た

ま
た
ま
、
滞
在
し
た
コ
ー
ネ
ル
大
学
が
一
一
ユ
ー
ョ
ー

ク
の
北
部
に
あ
り
、
カ
ナ
ダ
国
境
ま
で
車
で
三
、
四
時
間

の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
味
覚
を
も
と
め
て
ケ

ベ
ッ
ク
を
訪
ね
た
。

そ
の
頃
、
ケ
ベ
ッ
ク
は
カ
ナ
ダ
か
ら
独
立
し
よ
う
と
い

う
住
民
選
挙
が
あ
っ
た
ほ
ど
、
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
時
代

か
ら
の
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
伝
統
が
残
っ
て
お
り
、
日
常
語

は
フ
ラ
ン
ス
語
だ
し
、
街
の
た
た
づ
ま
い
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

小
室
豊
允

味
覚
と
土

素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ー
ー
ー １

３８
１

日
楽
のあ

れ
こ
れ
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
の
料
理
を
満
喫
し
た

が
、
偶
然
入
っ
た
店
は
、
パ
リ
の
マ
キ
シ
ム
そ
っ
く
り
の

ど
っ
し
り
し
た
雰
囲
気
で
、
ワ
イ
ン
を
す
す
め
に
き
た
ソ

ム
リ
エ
な
ど
は
、
ど
こ
か
貴
族
的
な
風
格
を
備
え
て
い

た
。ゆ

っ
く
り
と
、
メ
イ
ン
デ
ッ
シ
ュ
か
ら
、
最
後
の
デ
ザ

ー
ト
ま
で
を
選
ん
で
、
ア
ペ
リ
テ
ィ
フ
が
運
ば
れ
て
き
た

頃
に
、
年
と
っ
た
バ
イ
オ
リ
ン
弾
き
が
、
店
の
隅
で
演
奏

を
始
め
た
。

日
本
や
ア
メ
リ
カ
風
に
食
事
を
盛
り
上
げ
る
バ
ッ
ク
グ

ラ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ぐ
ら
い
に
考
え
て
い
た
私
は
、
し

ば
ら
く
し
て
、
そ
の
演
奏
と
料
理
の
芸
術
的
な
マ
ッ
チ
ン

グ
に
驚
嘆
し
た
。

そ
れ
は
、
始
ま
り
か
ら
盛
り
上
り
、
や
が
て
終
り
に
向

う
食
事
の
コ
ー
ス
を
計
算
し
尽
し
た
演
奏
で
あ
っ
た
。

私
は
、
そ
の
時
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
セ
レ
ナ
ー
ド
第
七

番
一
一
長
調
Ｋ
、
二
五
○
「
ハ
フ
ナ
ー
」
を
完
壁
に
理
解
で

き
た
と
思
っ
た
。

か
６

ば
う
じ
よ
う

味
覚
と
音
楽
の
相
乗
が
醸
し
出
す
豊
瀧
の
世
界
の
中
に

ン
な
ど
、
パ
リ
以
上
に
、
パ
リ
的
な
要
素
が
満
ち
て
い
た
。
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な
る
。次

の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
で
は
、
マ
ナ
ー
違
反
と
い
わ
れ
て

も
、
に
ん
に
く
と
オ
リ
ー
ブ
の
き
い
た
エ
ス
カ
ル
ゴ
を
は

さ
も
う
。
ア
ン
ダ
ン
テ
で
は
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
も
や
し
て
こ

ん
が
り
こ
げ
目
の
つ
い
た
ス
フ
レ
、
そ
し
て
、
と
び
切
り

上
等
の
紅
茶
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し
よ
う
。

エ
ス
コ
ー
ト
し
た
女
性
に
毛
皮
の
コ
ー
ト
を
着
せ
て
、

高
ま
り
と
ほ
て
り
を
少
し
で
も
長
く
残
す
た
め
に
は
、
も

う
少
し
、
そ
の
女
性
と
時
を
過
ご
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
ん

な
空
想
の
交
響
楽
が
、
私
の
誰
に
も
知
ら
れ
ぬ
ひ
そ
か
な

楽
し
み
で
あ
る
。

八
筆
者
紹
介
Ｖ

大
阪
府
立
大
学
助
教
授
。

主
な
著
書
は
、
『
福
祉
改
革
の
思
想
と
課
題
」
（
新
評
論
）
、

『
社
会
福
祉
施
設
制
度
論
研
究
』
（
全
国
社
会
葡
惟
協
議
会
出

版
部
）
、
『
社
会
保
障
の
変
容
と
展
望
』
（
佐
藤
進
還
暦
記
念
、

共
著
、
勤
草
書
房
）

自
分
を
置
き
、
現
実
を
忘
却
し
空
想
す
る
癖
が
、
そ
の
時

以
来
私
に
生
ま
れ
た
。

冒
出

私
の
空
想
の
食
事
は
こ
う
だ
。
ま
つ
白
な
テ
ー
ブ
ル
の

上
に
、
ま
わ
り
が
赤
で
真
中
が
真
珠
色
の
バ
ラ
が
飾
ら
れ

て
い
る
。
ゆ
っ
く
り
と
料
理
を
決
め
、
ア
ペ
リ
テ
ィ
フ
、

（
そ
う
、
フ
ィ
ー
ノ
の
シ
ェ
リ
が
ふ
さ
わ
し
い
が
）
を
な

め
始
め
る
と
、
マ
ー
チ
と
共
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
入
っ
て

く
る
。
第
一
楽
章
の
ア
レ
グ
ロ
で
は
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た

色
気
を
た
た
え
た
生
が
き
と
、
き
の
こ
の
ス
ー
プ
に
し
よ

う
。
ひ
と
休
み
の
間
に
は
、
新
鮮
な
エ
ビ
や
カ
ニ
の
サ
ラ

ダ
。
ア
ン
ダ
ン
テ
で
は
、
舌
び
ら
め
の
ド
ー
バ
ー
風
が
、

そ
し
て
メ
ヌ
エ
ッ
ト
で
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
ひ
と
息
。

再
び
ア
レ
グ
ロ
に
な
る
と
レ
ア
の
ス
テ
ー
キ
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
こ
の
頃
、
舌
と
胃
と
心
臓
が
最
高
の
高
鳴
り
と

3９
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釈ｆ齢湾 : 塾密５露卸ｈ溌司酸津弐戸可￥且南

ｋこんにちは赤ちゃん

松本竜馬ちゃん／芦屋市公光町
｢ いい笑顔でしよ…」

完全看護☆冷暖房完備☆病院前公共駐車場有

蔓柿沼産婦人科蔓柿沼産婦人科｜

芦屋市大柵町１番1 8 号
芦屋保健所東隣

竃芦屋（079 7）31 - 1 2 3 4代表

溌遭

ハイセンスな紳士服で
最高のおしゃれを

画趣

§舶跡

三 恵洋服店
神戸･ 元町４丁目念( 0 7 8 ) 3 4 1 - 7 2 9 0
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